




解題『浪華帖仮名巻」は、大阪の書家森川世黄（一七六一～一八三○）の撰・刊行になるものであって、書状文書を主体とした「集古浪華帖」の続篇たるべく仮名古筆資料を数多く収めている。「集古浪華帖」五巻は文政二年（一八一九）の刊記を、「浪華帖仮名巻」二巻は翌三年の践文を有す。両者を比較する 、本篇たる「集古浪華帖」の方が手のこんだ丁寧な作りとなっていて、今は供してしまった原拠資料の代役を十分にはたしうるもの いえる。しかし、ここに影印・雛字する「浪華帖仮名」もま 、刻・刷ともやや見劣りがするとは言え、いくつかの学界未紹介の古筆切や原拠資料の所在のいまでは明かにしが いものが含まれていてｌ詳しくは後の解説に就かれた ｌ や り注目すべき模刻本なのであさて、個別的断片的にはすでに国文学者・書道史家によって考察が進




































































































































































































































































































題盟麦歌人兼盛能宣東三条院七月七日皇太后宮になてしこあはせシさせたまふ左頭少輔内侍山のゐの中将おほちよ右頭少将のおもと四位少将こちよさうそくは左のとうくれなゐのあやのひとへかさねなてしこのうすものシほそなかうすもの勢ちすりのもあかいろにふたあひのおりものシからきぬかたひとなてしこいろあや ひとへかさねふたあひの らきぬいろすり もすはま御前にかきいつる
のあこめうすもの勢ふたあひかさねの
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のザβ叔哩１１１１歩りし少やゆザワクｊｏ蝋涌購甫錐不皀兇人足鼠蔚轡阜ゼミ桧溌鵬ソ？；↑八冊くｆ四嶋冷ｊ仏とみ＃人の§がのく～ううとい＃９１ｊら， しぐｌｊ１，１ｆＪ＆１人ｈｆｊめいセク 孔〕４Ｊ粥巧＃Ｉ方炎（／らもＬ蝿迷い１イー 人ゆり土厩昇７Ｊいぃつｈｌｌｊ７Ｌのｊのあ の、弓ＩＬク？ふ 緒くわれｉＸ“１ ‐りとぎ、’弗脚か と処
６。句９
8ウ 8オ
さをしかの心あひおもふあきかはきのしくれのふるにちらまくをしもゆふされは へのあきはきすゑわかみ露にかれかねかせまちかたししらつゆのおかま をしみあきはきを参りのみをりておきや らさん
（ママ）























































奈示波添之波倍奴倍久診毛保由なにはつにみふねおろすゑやそかぬきいまはこきいといもにつけこそさくらはないまさかりなりなにはのうみおしてるみやに こしめすなへあめつちのかみをいのりてさ やぬきつくしのしまをさしてゆくわれは いまふたつかよはとりかせあかこシろふたゆくなもとな もは それひとみなのことはたゆとも にしなのいしゐのてこかこと えそねうなはらのゆたけきみつシあしかちるなに にとしはへぬへくおもほゆ
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ヘノい、、〃、ドウ坐（〃ん／ＡｎＹｈよくくｉイＵｖ、ｊ《帳幽《ｖ力吐〃、





















わり必乞つら〃や〃１のや動ｑめ１式当弓ｆ４々ｌ轄勿ｊｊ６ やや鈴侭坤４Ｘ、ふじいやさ１１１６吋ワかも～ｌ尚４１０ば券の兵７ｎＡｊ Ｗｌのｉぐ仇み抄なり内乱誤ツｒうもみじ心４Ｊ、蜂ご／吟恥ｙ弧り！り齢、い其 Ｉ釣ノクｔ‐う嘘ごくい小、。ｌｌトムｒ側ハバばり、／ｎ；仇ｌ瓜￥」み客 ？１ダラ；何ｉ〃娼込いんん
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いそよりもましておもふ たまう のはなれこしまのゆめにしみゆる あきかせにいまかノー、とひもときてうらまちをるにつきかたふきぬ
（ママ）の






衆競乾鵬林項犬騨‐陣纂ずふ心媒惟…猫のｉと手少矼踏Ｉｆ１冷郎？↓差も葡桷對吐亨グー卑冷火恥”もワメｆ’ん〃６喝ｌ乃多御出於蝦，を↓糖：今１１〆蒋司ｌみ”価γ“司総”虎〃ｌ仏ツ句１１》こＱｙｆＡ炉火童Ｉ浅参＃７のやｘ以聖悪呼動鞭ワム”竺郵咽 久切牽あ？人ツリ筆幻ムツら伽鉦」犠憲風、岡蔚波隼泌聡舞胤陥＃幽脇恥際霧渉少摩Ｆ１～１Ｋ胤確誌ｗり～｜『１Ｗ公削醜〉伽公ｉＡｖｋ起了？ｈ１，〃勘一や １４もつ亡唯月吻のｊ〃”辻こ７八札亜 ／ｆの圭詞１Ｊ駄‐ノーノペ＃場，４″農露死９９６〃●クＫｌ参りＪ１内外鵬勾八乳Ⅲソリ。や 《零必り馴噸月鳥司額抵愈村妙寿慰ぞ腿琴旨ヲＩ必や必ｊＭ嗽含 １ ｊ〃んし、伽７１編ツーＩＹ９０
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例衆籟暁興林頂老群源暮叩谷心寒蝿幸多在山

















































































仙拓〔延長八年以前〕近江御息所周子歌合二十巻本該歌合全文に相当。原本は中山定二郎蔵、萩谷説（『平安朝歌合大成』。以下氏の説はこの書による）の第七種の書風であり、群書類従。歌合部類・書陵部本等は伝称筆者を藤 公任とする。浪華帖仮名巻は直接原本によったものではなく、模写本からの模刻 される。②古今集巻四秋上二二九～二三二関戸本古今集切と推される 元来前田家に伝来した四八丁二○八首 残欠本であり、昭和二七年ころ分割、現在二七丁がまとまって関戸家に残るほかはすべて断簡となった。原拠資料そのも 確認しえてないが、寛政六年の『世尊寺法書」にもこれと同じ一七行分の模刻が存するらしもこれと同じ一七仁
古今集巻四秋上二二九～二三二
















































棚と共に伝藤原公任筆太田切である。巻下を二軸に仕立てたものが掛川藩主太田家 来、その名がある。現在静嘉堂文庫蔵。ここに模刻されたものは、諸 分蔵の将軍六八九～遊女の部分と、静嘉堂蔵の二軸とにほぼ含まれるが、帝王六六四、老人七三三は原拠部分不明。唐紙 蝋菱に下絵のある豪華な料紙を用い、巧妙かつ奔放に写している。近衛家旧蔵断簡は藤原行成筆と極められるが 公任・行成の時代よりかなり下った頃の書写である。 伽古今集巻三夏一三八・一三原拠資料未勘。あるいは筋切か帥新古今集巻七七二三・七二四（詞書）原拠資料未勘。 の名がある。粘葉装冊子本の原態をとどめる巻十九の一帖が徳川美術館に蔵される（他に巻二、三が冊子のまま残っている）。墨枠を引き肉太の書風で重厚に写し 類筆に詞花集・千載集の右衛類切がある。従来素紙のもののみが知られていたが、藍色内曇料紙を用いた一葉が「日本の書４古筆Ｉ」に収められる。
54
細万葉集巻三一○二～一○四・二二～二六・二二・一四三、
巻一四・一二・一四・一五、巻七一○九○・三八一・三八二・二八八 二八六・一二七一（訓）、巻十二三一六九、巻十九四一五一・ 一五三 四 五五・四一五七・四一五八・四一六三・四一四 ・四一三一・四一四九 四六 四七、巻七一二七一（本文）・二八 （重出）・一○八八．一○八九、巻十二三一九五～ 一九七、巻十二三一五 二三 ・一八 五・一八六・ 八 二・ 八五三・ 五 ・一八五七・二二四九 二○九四・二○九五・ ○九 ・二一三一・二 四四 二一六八 十二三一九八、巻十五三五四○ 三 四 ～ 五、巻十四三四九六・三四 五・三四九二 三五七六 三 七 三 七四三○・三五 三・三五一 ・ 五 三・三 ○ ・三 七九・三三八一・三五一七・三四三八・三三六五～三 六七 三四九○ 三四九二～三四九四（三四九二は重出） 二六 九 、巻 十三六二・四 六 ・四 六一 四三七 四三八○ 四 四三八 ・四三八六・四 八 ・四 四 二七 四四二五・四二 八 四 ○・四 ○三～四 ○ ・ 三二・四三一 ・四三二五、巻七二九六 一二 ・二九 二一一
元暦校本万葉集が原拠である。元暦校本は江戸初期に一五冊存したが、一冊供して一四冊となり、さらに補修に際して一二葉六冊分を割き有




側でふれたように伝公任筆太田切である。禁中五二五～古京五二九 畠山記念館に、僧六○九～六一二は五島美術館に蔵され 仏事六○一・六○二は各々小松茂美「古筆」、飯島春敬「古筆大手鑑」に写真がある。あとは未紹介。鯛長元六年十一月雁司殿倫子七十賀屏風歌稿か。別に稿を改めて論じたい。（付記）②の関戸本古今集切の前半部分 写真が尾上八郎『歌と草仮名」
に収められていることを校正中気付いたので、ここに記しておく
。
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